
高取小だより 令和６年１月22日

三本桜 第34号

ふかく考える子 あたたかみのある子 がんばりのきく子
１月の目標 ： 病気に負けない強い体をつくろう

ピーキングを合わせる

２日、３日と箱根駅伝をテレビ観戦しました。２年連

続の学生駅伝三冠に王手をかけている駒澤大。今季は学

生三大駅伝の出雲駅伝、全日本大学駅伝のいずれも１区

から首位を譲らない完全優勝を遂げ、箱根に向けても「一

強」と予想する声が多くありました。

レース前、青山学院大学の原晋監督は、毎年恒例とな

った作戦名を

「駒大は強い。ひとつ間違えると、レースの序盤で終

わる。チーム一丸で『負けてたまるか！』という気持ち

で挑むしかない。名付けて『負けてたまるか！大作戦』

です。『負けるな大作戦』は受け身の言葉ではないでしょうか。その点『負けてたまるか』

は、『攻めながら勝つ』という積極的な言葉ではないかなということで、この言葉で今年

は作戦名を考えさせていただきました」

とチームと自身を鼓舞するように宣言しました。

結果は、ご承知のとおり、青山学院大学が２位駒澤大学に大差をつけて、大会新記録で

の優勝。日本陸連の瀬古利彦氏は、「これまでは『原マジック』だとしたら、選手がマジ

ック超えのミラクルを起こした」と賞賛。そして、優勝の要因の一つを「ピーキング」と

しました。

ピーキングとは、パフォーマンスを最大化したいタイミングに合わせて何をするかを逆

算して考え、決め、実行していくことです。ベースにあるのは、「与えられた刺激に対し

て、人間の身体は反応する、適応する」という原理を利用するという考え方です。

さて、アスリートにとって、とても大切なことがあります。それは「自分を過信しない

こと」です。自分の心を過大、もしくは過小評価してしまうと、ピーキングを見誤ってし

まいます。若いアスリートはどちらかというと過小評価する人が多くて、「まだやれるよ」

と言われるかもしれません。やれないのに、やってしまうのです。これによって起こる致

命的なことは、モチベーションが切れること。表に見えづらいから、見過ごされることが

多いのですが、心はとても重要です。身体的なけがと違って、心の不調は複雑で難しいの

で、こちらの方が致命傷になることもあるくらいリスクが高くなります。

私たち大人は、子どもたちの「なにくそ」「負けてたまるか」を大切にしつつも、子ど

もたちの今をしっかり見つめ、ピーキングを合わせるように応援をしていきたいものです。



高浜市児童生徒美術展

13日、14日にかわら美術館・図書館で、高浜市

児童生徒美術展が開催されました。図工や美術の

時間に創った作品の選抜展には、多くの力作が飾

られ、多くの学校関係者が足を運びました。小学

校１年生から中学校３年生まで、それぞれ一生懸

命作った力作が展示され、どの作品もみずみずし

い感性があふれ、いきいきと表現されていました。

見ていて元気が出てきました。

福祉実践教室：認知症講座（３年生）

未来を担う子どもたちに認知症のことを正しく

理解してもらい、認知症の人に対して差別や偏見

を無くすことを目的として認知症講座が開かれま

した。2025年には認知症の人が700万人になると

言われています。認知症になればそこでその人の

人生が終わるわけではありません。認知症の人が

これまでどおり、住み慣れた場所で安心して暮ら

し続けることができる「共生社会」の構築を目指

して、子どもたちが地域の協力者になってくれる

ことを目指しています。この講座の開催にあたっては、地域の方に大変お世話になりまし

た。ありがとうございました。

大谷翔平選手のグローブが届きました

18日、アメリカ・メジャーリーグで活躍して

いる大谷翔平選手から高取小学校の子どもたちに

寄贈されるグローブが、高浜市教育委員会事務局

を通じて配送されました。

かがやき集会や学年集会など、多くの子どもた

ちが集まる際に、お披露目を行った後、子どもた

ちが休み時間のキャッチボールで使用していく予

定です。以下は、大谷選手からの手紙（抜粋）で

す。

「この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を持ってもらうために立

ち上げたプログラムをご紹介するためのものです。この３つの野球グローブは学校への寄

付となります。それ以上に私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけ

るためのシンボルとなることを望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を

送る機会を与えてくれたスポーツだからです。このグローブを学校でお互いに共有し、野

球を楽しんでもらうために、私からのこの個人的なメッセージを学校の生徒たちに伝えて

いただければ幸いです。この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感謝いた

します。貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。野球しようぜ。 大谷翔平」

【１月13日 かわら美術館・図書館】

【１月12日 ５時間目 多目的室】

【大谷選手から寄贈されたグローブ】


